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第 3 章では、第 2 章で得られた設計指針をもとに、パーメンダ一等の高透磁率材料を磁界変調用の磁極として永久
磁石ウイグラーに付加することで、大きい高調波成分を持つ高調波ウイグラーを試作したことについて説明しているo

























(3) パーメンダーを変調磁極とする 3 次高調波ウイグラーを製作し、磁界計測を行って設計通りの高調波磁界の発生
に成功している D
(4) 製作された 3 次高調波ウイグラーに 8MeV の線形加速器からの電子ビームを入射し、 3 次高調波放射光が通常
のウイグラーの場合に比べ最大 4 倍にまで増加することを実証している。
(5) XUV 自由電子レーザーの発振に必要なウイグラー長を短くするため、外部より XUV 種光を入射する方法を提
案し、種光入射の効果を 3 次元の自由電子レーザーシミュレーションにより明らかにしているo
(6) XUV 種光として、レーザープラズ‘マ XUV 光源を利用することを検討し、集光光学系を工夫すれば XUV 自由
電子レーザーの種光となりうることを明らかにしている。
以上のように、本論文は短波長自由電子レーザーのコンパクト化に不可欠な高調波ウイグラーの開発と XUV 種光
の効果の評価を行ったものであり、レーザー工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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